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論

議

謀
れ
る
植
民
政
策
白
時
形
見
琉
球
主
慶
長
役
〔
困
)

第
三
十
回
世

ヒ

草

枕

t 

決
れ
る
植
民
政

策
の
崎
形
見

琉

球

慶

長

役

、r
』

(
四
)-H 

本

美

越

乃

琉
球
の
蓮
命
に
一
犬
鱒
期
を
刺
し
た
る
慶
長
の
役
の
庶
闘
に
就
て
は
、
或
は
之
を
以

τ島
津
氏
の
積
年
の
野
心

に
蹄
し
、
郎
も
明
闘
ピ
の
通
商
貿
易
に
依
・
り
て
従
来
琉
球
の
牧
め
来
れ
る
互
利
金
債
取
せ
ん
が
柏
崎
め
に
は
、
琉
球

を
自
己
の
支
院
の
下
に
置
〈
の
必
要
ゐ
る
も
、
之
が
口
貨
を
得
る
に
苦
し
み
つ
、
あ
ふ
リ
し
時
、
偶
-
Q

向
事
の
不
遜

の
態
度
は
由
同
法
氏
を
し
て
其
の
出
師
に
好
理
由
を
見
出
苫

L
め
、
此
〈
し
て
遂
に
諌
定
の
行
動
合
成
就
せ
し
む
る

に
至
っ
た
も
の
で
ゐ
る

Z
L
て
、
其
の
責
任

ω全
部
を
島
海
兵
に
負
は

L
め
ん
ど
す
る
就
ピ
、
之
ピ
全
〈
反
品
到
に

共
の
原
因
は
専
ら
琉
球
が
来
聴

ω穫
を
謹
〈
苫
争
、
却
て
排
日
親
支
の
態
度
を
執
ム
リ
た
る
に
困
る
も
の
で
ゐ
る
Z

し
て
、
其
の
責
任
ゆ
凡
ー
を
琉
球
に
蹄
せ
し
め
ん
正
す
る
設
の
二
一
阪
が
あ
る
が
、
吾
人
は
其
の
何
れ
も
共
に
一
方

的
の
見
方
で
あ
っ
て
、
正
鵠
を
射
た
る
も
の
で
な
い
吉
信
宇
る
、
島
沖
氏
の
圃
甫
の
宿
望
も
確
か
に
共
の
一
一
原
閤

で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
が
、
併
L
仮
令
並
(
の
事
な
〈
芭
も
彼
を

L
て
謄
懲
の
師
を
起
古
し
む
る
に
充
分
な
b
Z
忠

は
る
、
が
如
き
抽
脱
皮
を
、
蛍
附
の
琉
球
の
翁
政
者
等

ω執
h
し
事
も
亦
掩
ふ
可
か
ら

5
る
事
貨
な
る
を
以
て
、
罪

の
全
部
を
島
祐
氏
に
負
は

L
め
、
琉
球
自
身
に
は
何
等
の
罪
過
無
き
も
の
、
如
〈
に
断
壱
ん
ご
す
る
こ
芭
は
、
決

， ， 



t 

L
て
会
卒
な
る
批
判
古
稀
す
る
を
得
な
い
。

此
の
琉
球
の
運
命
を
一
援
せ
し
め
た
る
慶
長
の
役
の
期
末
に
就
て
は
、
最
も
詳
細
に
後
世
に
侍
ム
ペ
き
笹
で
あ

る
ご
思
は
る
、
に
、
如
何
な
る
事
情
に
因
る
も
の
か
、
琉
球
の
正
史
「
中
山
世
譜
」
の
如
き
に
は
極
め
て
簡
単
に
、

『
三
十
七
年
(
明
の
高
挺
三
十
七
年
我
が
慶
長
十
四
年
)
巳
商
溝
、
日
本
大
兵
を
以
て
闘
に
入
h
、
王
を
執
へ
薩
州

に
至
る
」
一
再
々
古
の
記
事
が
あ
る
に
過
ぎ
心
ご
の
事
で
あ
る
が
、
斯
か
る
事
質
的
記
述
は
蓋
L
琉
球
に
ご

b
τ
は

決
し
て
名
春
め
記
鋭
で
は
な
〈
、
率
九
恥
一
辱
の
抽
出
悩
を
永
〈
体
制
世
に
残
す
に
過
ぎ
ぬ
所
か
ら
・
或
は
琉
球
の
正
史

仁
は
並
(
の
事
貨
を
詳
記
す
る
・
』
苫
を
越
川
引
た
も
の
で
あ
ら
う
か
さ
も
考
へ
ら
る
、
が
、
我
が
闘
に
正
ち
て
は
鹿
長

の
役
は
琉
球
の
従
来
の
不
即
不
離
の
態
度
七
一
越
せ
し
め
、
日
近
世
り

Mm民
政
策
上
の
見
地
よ
り
せ
ば
、
航
民
地
若

(
は
椀
民
的
保
誰
地
Z
し
て
之
を
取
扱
ム
こ

F
f得
る
に
歪
ら
し
め
た
る
、
極
め
て
重
大
な
る
意
義
を
有
せ
る
腕

役
な
る
を
以
て
、
北
お
大
裂
を
弦
に
逃
ぶ
る
こ
芭
は
、
間
早
な
毛
皮
・
貨
ご

L
て
よ
h

り
は
、
寧
ろ
我
が
闘
民
の
楠
民
的

後
展
市
民
の
最
初
の
一
廷
を
飾
る
べ
き
事
賞
ご
し
て
必
要
で
あ
る
ピ
信
十
る
か
ら
で
あ
る
。

我
が
後
陽
成
品
甲
山
り
慶
長
十
問
年
(
西
国
尉
一
六

O
九
年
)
に
島
沖
氏
の
琉
球
征
伐
を
決
意
す
る
や
、
主
綿
棒
山
久
高

副
勝
弔
問
摘
出
市
に
命
を
仰
ヘ
、

三
千
伶
人
の
兵
士
ピ
百
品
川
般
的
兵
怖
を
準
備
し
て
、
同
年
二
月
鹿
児
島
を
出
俊
せ

し
め
た
、
之
よ
b
先
き
出
征

ω準
備
成
る
ご
共
に
「
琉
球
波
一
件
之
平
木
御
法
皮
之
保
々
』
な
る
軍
令
を
殺
し
、
堂
宇

寺
宮
等
は
之
を
荒
ら
し
て
は
な
ら
ぬ
、
又
罪
無
注
者
を
殺
害
上
町
人
百
姓
等
に
迷
惑
を
及
ぼ
し

τは
な
ら
ぬ
ご
一
Z

論

#正

品
れ
る
机
民
政
策
山
崎
帰
弘
琉
球
と
鹿
長
役
〔
聞
)

um
一
十
四
谷

l: 
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白
崎
刷
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長
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四
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第
二
十
回
答
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回
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:t-t-:. 

掠

k 
阻

ふ
嫌
の
厳
命
を
下
し
た
、
而
し
て
一
行
は
薩
勝
岡
山
川
港
に
於
て
順
風
を
待
ち
合
せ
、
三
月
四
日
仁
解
綴
同
七
日

に
賞
時
琉
球
の
一
属
島
た

h
L
大
島
に
到
着
し
て
之
を
占
領
し
、
続

τ徳
之
島
・
沖
之
永
良
部
品
等
を
従
へ
、
同

月
二
十
四
日
那
樹
港
外
に
迫
h
港
内

ω拡
況
を
偵
袋
せ

L
め
た
る
に
、
琉
球
に
於
て
は
謝
名
鄭
泡
謙
じ
め
此

ω事

あ
る
を
知
h
、
自
ら
総
吋
A
T
t
な
b
t
防
備
を
巌
に

L
、
泌
口
に
は
大
砲
を
縮
付
り
餓
僚
網
を
張
b
、
叉
島
内
各

る
所

b
る
べ
き
を
以
て
・
此

ω所
よ
り
上
陸
『
る
を
可
正
せ
十
や
正

ω提
議
を
な

L
た
錦
め
に
、
薩
平
は
急
に
兵

地
に
兵
を
配
し
1
勝
戦
の
準
備
や
-
怠
ら
な
か
っ
た
、
併
[
北
門

ω要
排
出
建
夫
叫
他
的
り
み
は
自
然

ω険
を
特
ん
で
守
備

甚
だ
不
完
全
で
あ
っ
た
、
那
新
港
外
に
於
け
る
戦
闘
は
陸
軍
に
利
あ
ら
す
し
一
1

一
時
退
却
の
止
む
な
き
に
至
っ
た

が
、
此
の
山
偶
々
舟
子
の
一
人
に

1
τ
七
島
よ

b
京
市
れ
る
者
、
蓮
天
地

ω方
而
は
天
険
に
依
脱
し
て
防
備
に
侠
〈

般
を
此

ω方
面
に
集
中
す
る
こ
正
、
な
っ
た
、
然
る
に
珠
想
に
迭
は
中
運
天
地
り
防
備
は
甚
に
不
発
全
な
h
し
ょ

h
・
藤
平
は
此
鹿
に
供
出
慨
を
置
き

τ海
陸
耐
方
面
よ
・
り
首
虫
を
突
か
ん
正
す

24訂
査

ω下
に
、
副
照
弔
問
の
一
隊

は
一
時
ぴ
海
路
那
誠
じ
向
ひ
、
主
購
雄
山
的
卒
ふ
る
一
一
隊
は
陸
路
首
盟
に
進
路
を
取
b

L
が
、
此

ω策
戦
は
巧
み
に

功
を
泰
L
、
中
山
箪
山
り
奮
刷
勇
戟
も
之
を
支
ふ
る
こ
さ
を
得
す
、
謝
名
郷
泡
り
智
謀
も
之
を
施
す
に
迩
U

(
、
薩

軍
は
破
竹
の
勢
を
以
て
首
虫
城
に
迫
h
、
終
に
国
王
向
撃
を
し

τ城
下
山
り
誓
ひ
を
錦
古
し
む
る
に
至
っ
た
、
首
里

城
り
陥
落
ピ
共
に
山
川
単
は
一
時
浦
添
に
移
b
薩
勝
代

hJτ
城
内
に
入
102
し
も
、
戦
乱

ω俄
波
を
伽
刑
事
ゆ
山
此
民
仁
及

ば

L
殺
傷
掠
奪
等
の
行
潟
ゐ
る
可
か
ら

F
る
事
を
部
下
に
厳
命
し
た
。



品
仰
の
蜘

(
Lて
出
征
後
約
一
筒
月
に
し
て
琉
球
全
島
の
平
定
を
見
る
に
至
h
、
同
年
四
月
六
日
様
山
主
務
は
閥

玉
術
事
・
諸
王
子
並
に
官
時
り
高
官
等
に
陳
謝
の
怠
を
表
せ
し
め
ん
が
錦
め
に
薩
摩
に
波
航
す
ぺ
き
旨
を
告
げ
、

調
週
五
月
十
四
日
琉
球
王
の
一
行
百
伶
人
を
警
護
し

τ那
弱
を
畿
L
、
同
月
二
十
五
H
鹿
児
島
に
凱
旋
し
た
・
飾
る

じ
臨
み
本
聞
親
政
を
琉
球
に
留
め

τ臨
時
守
護
の
任
に
嘗
ら
し
め
た

之
が
薩
騨
の
官
吏
の
琉
球
に
在
勤
す
る

正
、
な
っ
た
初
め
で
あ
る
。

琉
球
王
の
一
行
は
着
薩
後
的
〈
鹿
川
島
崎
口

ω山
川
地
に
滞
在
せ

L
が
、
六
月
二
十
三
日
に
同
泌
を
俊
し
て
鹿

児
島
に
着
し
、
数
円
後
島
沖
義
久
。
義
弘
t米
久
等
に
商
曾
し
て
陳
謝

ω武
伝
来
し
た
、
同
年
十
二
月
品
川
町
此
は
使

出
を
琉
球
に
遣
は

L
・
会
島
各
地
を
測
量
し
て
共
り
桜
田
介
を
正
さ
し
め
た
が
、
之
が
後
に
琉
球
王

ω所
側
を
制
譲

せ
L
U
る
基
礎
ご
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

艇
長
十
五
年
四
月
島
津
家
久
は
命
事
王
の
一
行
を
件
ひ
海
路
大
阪
に
到
・
9
、
一
真
仁
淀
川
を
捌
b
τ

伏
見
に
出

で
、
同
年
八
月
駿
府
に
着
徳
川
家
康
の
一
欺
待
を
受
り
、
同
月
末
江
戸
に
到
b
府
軍
秀
忠
に
謁
し
、
秀
忠
も
亦
伎
者

を
遣
し
て
之
を
慰
問
世
し
め
た
、
翌
九
月
術
事
再
皮
の
登
城
に
際
し
秀
忠
は
宴
を
設
は

τ之
を
慰
め
、
且
つ
琉
球

王
は
一
系
相
継
V
で
今
日
に
至
る
を
以
て
他
娃
を
立
つ
る
は
宜
し
か
ら
字
、
逃
が
に
困

ι蹄
h
て
組
先
の
祭
加
を

本
す
べ
き
回
目
を
議
し
た
、
同
月
末
家
久
及
び
術
単
T

は
江
戸
を
出
後
し
、
此
度
は
中
仙
道
を
経
て
蹄
闘
の
途
に
就
い

化
、
此
の
行
往
復
共
に
過
「
る
所

ω地
方
に
命
じ
て
道
路
を
修
築
し
、
橋
梁
を
架
し
、
舟
車
人
医
帽
を
給
し
て
共
の

品世

叢

謀
れ
る
植
民
政
策
由
時
形
見
琉
球
と
由
民
役
(
幽
)

第
二
十
凶
谷

協

班

←ヒ
五

t 
ヨI



M命

謀
れ
る
航
民
政
策
的
一
時
帰
路
琉
球
£
盛
長
佼
占
四
)

指

事
ニ
イ
叫
記
官

二
七
六

包r~

日程

じ
，、

往
来
に
便
な
ι
L
め
に
ご
一
式
よ
事
で
あ
る
、
之
は
従
来
朝
鮮
の
使
節
山
来
朝
せ
る
時
に
も
縛
し
来
っ
た
慣
例
E
ゐ

つ

τ、
一
に
は
外
資
を
待
過
す
る
の
意
味
よ
h
、
又
一
に
は
間
内
の
整
頓
せ
る
扶
態
を
一
不
す
こ
ど
に
依
b
τ
白
岡

に
謝
す
る
信
頑
の
念
を
厚
か
ら
し
め
ん

Z
す
る
主
同
日
よ
hJ
出
で
た
る
も
の
、
如
〈
に
忠
は
る
、
。

慶
長
の
役
は
絢
h
島
津
氏
の
み
な
ら
?
、
幕
府
に
於
て
も
頗
る
之
を
重
大
胡
L
、
共
の
結
巣
如
何
を
多
大
の
興

味
を
以
て
注
意

L
っ
、
あ
り
仁
こ
正
は
、
戦
勝
の
報
に
接
し
た
る
時
、
郷
軍
秀
忠
の
島
津
氏
に
送
れ
る
左
の
書
信

に
よ
b
て
も
之
を
窺
ひ
得
る
の
で
あ
る
。

致
子
琉
球
差
越
、
兵
舶
彼
業
数
多
討
捕
之
、
殊
克
図
王
及
降
占
雲
、
三
司
官
以
下
返
日
若
山
一
序
越
、
誠
以
希
有
之

次
第
候
、
委
細
本
多
佐
渡
守
可
申
由
也

七
月
五
日

秀

忠

中j

烏
洋
修
理
入
道
殿

慶
長
十
四
年
五
月
術
事
が
一
族
及
び
大
小

ω官
人
百
俄
名
古
共
に
薩
峻
に
護
捻
せ
ら
れ
し
よ
b
以
来
阪
に
二
筒

事
令

ι孟

年
僚
を
経
過
し
、
其
の
間
島
津
氏
は
家
臣
に
命
む
て
先
島
(
士
盤
機
に
最
も
近
き
琉
球
諸
島
の
一
部
に
し
て
・
宮
古
・

石
垣
・
入
表
の
三
島
よ
り
成
る
)
を
測
量
せ
し
め
、
次
で
大
島
・
徳
之
島
・
神
之
永
良
部
烏
及
び
奥
論
島
等
に
使
院
を

遣
は
し
て
検
地
を
錫
し
、
何
時
に
て
も
之
全
共
の
直
轄
の
下
に
置
き
得
る
よ
う
準
備
を
整
へ
た
、
(
藤
田
親
義
氏

は
其
の
著
「
琉
球
正
鹿
児
島
」
中
に
、
「
琉
球
入
h
の
翌
年
却
も
慶
長
十
五
年
島
沖
氏
は
十
四
人
の
御
竿
入
奉
行
正

u"iI¥・細一千年史』 八三頁。



百
六
十
入
人
の
役
人
子
宮
琉
球
に
涙
遣
し
て
検
地
を
行
は
し
め
、
裁
に
愈
々
宗
主
因
ご
し

τの
機
利
を
行
使
す
ぺ

ご
逃
ぺ
て
居
る
)
、
此
〈
し
て
同
十
六
年
入
月
に
至
hJ
新
に

〈
、
政
治
経
済
其
の
他
に
色
々
の
施
設
を
始
め
た
』
.

琉
球
王
の
所
側
に
蹄
せ
し
む
べ
き
地
方
の
目
録
を
許
h
、
之
ご
共
に
別
に
薩
脱
硫
球
聞
の
関
係
及
び
琉
球
の
勝
来

の
統
治
方
針
に
闘
ず
る
規
約
十
五
箇
俸
を
定
め
て
之
を
術
単
仁
交
付
L
、
且
つ
琉
球
王
及
び
共
の
目
下
は
薩
摩
の

君
主
に
謝
し
て
は
永
久
忠
誠
を
誓
ふ
べ
き
旨
の
誓
畜
を
提
出
せ
し
め

τ、
同
年
九
月
術
事
及
び
其
の
一
行
の
師
国

を
承
認
す
る
こ
吉
、
な
っ
た
、
此
の
時
以
来
一
般
に
五
島
又
は
道
之
島
の
名
を
以
て
知
ら
る
、
大
島
・
喜
界
島
・
徳

之
島
・
沖
之
永
良
部
品
及
び
輿
論
島
以
、
琉
球
J
b
分
割
せ
ら
れ
て
薩
刷
用
の
直
轄
ピ
な
h
、
琉
珠
玉
の
所
僚
は
之

u
a
v
h嵐
官

ら

孟

v

~

a

v

a

h

信

者

を
思
鬼
納
・
伊
江
・
久
米
・
伊
勢
那
・
計
雑
踏
・
伊
平
屋
・
宮
古
・
登
那
幾
・
入
重
山
等
の
諸
島
に
限
h
、
之
E
同
時
に
叉

琉
球
よ
h
の
毎
年

ω朝
一
夏
物
を
明
か
に
定
め
1
北
(
の
目
録
を
交
付
し
た
、
「
市
島
紀
前
申
」
に
操

μ
ば
『
忍
鬼
納
・
伊
江

島
・
久
米
島
・
伊
勢
那
島
・
計
維
脳
陣
・
山
県
郡
山
屋
・
宮
古
島
・
接
那
幾
・
入
重
山
島
組
合
入
荷
九
千
八
十
六
知
、

右
諸
島
の

封
弱
国
去
の
有
ご
縛
L
之
を
分
配
す
、
但
毎
年
薩
摩
に
葉
納
す
べ
き
物
は
、
芭
蕉
布
三
千
端
、
上
布
六
千
端
、
下

布
一
高
端
、
唐
山
T

千
三
百
斤
、
綿
子
三
貫
目
、
段
椙
細
単
一
細
各
百
房
、
建
三
千
八
百
枚
、
牛
皮
三
百
枚
百
定
む
』

ご
み
の
る
、
而
し
て
賞
時
前
出
血
干
の
島
津
氏
に
提
山
L
た
誓
書
の
内
容
は
次
の
如
、
き
も
の
で
あ
っ
た
、

一
、
琉
球
之
儀
・
白
往
古
潟
薩
州
島
津
氏
之
附
席
、
依
之
大
守
被
諜
其
位
之
時
者
、
巌
絡
船
以
奉
祝
括
局
、
或
時

々
以
使
者
使
償
献
附
邦
之
方
物
、

t月
酬
町
議
終
無
怠
央
、
就
中
太
関
秀
吉
公
之
御
附
被
定
位
者
、
相
附
薩
州

当1

蹴

士
t二

ij{ミ

謀
れ
る
杭
民
政
鉱
凶
一
附
形
見
琉
球
と
臨
長
役
へ
凹
)

品
二
十
削

He

4二
4二

h 

."" 

『流球と鹿児品』ヒ真。

後藤敬臣官iW南島組事』、中巻、三六頁。

nq'細一千年史』三λ t頁。

伊波普猷民著『孤島曹の琉球史』一六四頁。
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b岡

設

謀
れ
る
植
民
政
策
山
崎
形
見
琉
球
、
と
陸
長
役
(
凹
)

第
二
十
四
谷

七
J、

"Ptl. 

抑

[: 

A 

術
役
諸
式
可
相
勅
旨
雌
無
其
疑
，

廷
闘
之
故
不
能
相
法
右
之
御
法
度
、

v
h
v
nト

r
p
、

A
d
H
9
え
え

困
拡
琉
球
岡
被
破

却
、
旦
復
山
宵
身
於
貨
同
上
者
、

永
止
蹄
郷
之
忠
、
宛
如
烏
之
在
施
中
、
然
世
出
家
久
公
布
御
哀
憐
、
匪
菅
培
地

飾
郷
之
志
、
制
諸
島
以
賜
戎
‘
其
如
此
之
御
厚
恩
何
以
可
奉
謝
之
哉
、
永
々
代
々
劃
際
州
之
君
毛
頭
不
可
，

お
什
疎
意
事
。

一
、
到
子
々
孫
々
、
説
即
時
此
鋭
枇
起
請
文
之
草
案
、
不
可
忘
却
御
厚
忠
之
旨
、
可
令
相
仰
事
。

一
、
所
抽
世
相
定
之
御
怯
度
、
曾
以
不
可
致
遠
飢
事
。

艇
長
十
六
年
九
月
十
九
日

i; 
王

がT

時t

宇リ

進
上
初
林
家
久
「
公

此
の
皆
吉
は
獅
-nJ
向
車
山
み
な
ら
す
、

一
行

ω重
出
等
も
亦
之
が
提
出
を
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
慶
長
の
役

の
E
魁
ご
も
耕
す
べ
き
訓
名
郡
週
り
み
は
隊
乎
ご
し

τ共
り
漣
判
を
拒
絶
上
た
縛
め
に
、
終
に
斬
首
的
刑
に
蕗
せ

ら
れ
た
、
「
ゆ
細
一
千
年
史
」

ω
著
者
は
彼
に
就

τ記
し
て
日
(
、
「
島
長
役
を
超
せ
し
首
魁
ピ
臼
せ
ら
品
、
若
那

親
方
鄭
泡
は
山
ナ
を
利
山
富
己
稀
L
、
永
職
人
年
明
の
大
事
南
京
園
子
監
に
入
h
，

t
撃
を
修
的
、
向
車
干
一

ω代
慶
長
十

一
年
二
月
三
司
官
に
血
中
げ
ら
れ
、
初
め
て
岡
政
に
由
謹
製
す
る
を
得

τ以
来
、
王
の
信
任
を
得
た
る
-
】
己
は
終
始
一

貰
L
た、

而
し
て
彼
凶
不
強
不
屈
ゆ
料
紳
は
、
鹿
児
島
に
幽
悶
中
に
長
崎
営
経

τ明
朝
に
密
替
を
迭

も
ん
正
し
た
る
こ
己
さ
へ
②

b
、一去
h

己
正
、
又
以

τ彼
の
人
主
活
b
の
一
端
vy窺
ふ
ニ
ピ
を
得
る
の
で
あ
る
。

rtrt糊 一 千 年 史 』 三λλ頁。1) 



叉
前
記
の
十
五
筒
僚
の
規
約
の
内
容
は
次

ω如
き
も
の
で
あ
っ
化
、
隣
務
の
命
令
あ
る
場
合
の
他
は
明
岡
仁
物

を
注
文
す
可
か
ら
ざ
る
事
、
従
来
由
絡
め
る
者
さ
雌
も
職
務
仁
地
へ
・
2
る
者
に
は
知
行
「
俸
給
)
を
典
ふ
可
か
ら
ぎ

る
事
、

女
子
じ
は
勿
行
を
興
ふ
可
か
ら
F
る
事
、

私
仁
人
を
奴
僕
ピ
錦
す
可
か
ら
ゲ
る
事
、

寺
院
を
増
設
す
可
か

ち
古
る
事
、
薩
州
の
諮
符
を
所
持
せ
古
る
者
は
団
地
商
ef
潟
す
可
か
ら
ざ
る
事
、
琉
球
人
を
内
地
的
籍
に
編
入
す
可

か
ら
吉
品
事
、
貢
納
は
定
規
に
逢
ム
可
か
ら
ざ
る
事
、
三
司
官
を
差
1
置
き
他
人
に
就
工
事
を
錯
す
可
か
ら
5
る

事
、
強
山
脚
強
維
を
錯
す
可
か
ら
F
る
事
、
守
論
を
潟
す
可
か
ら
F
る
事
、
農
商
の
定
枕
以
外
に
妄
り
に
仙
川
飲
を
震

す
可
か
ら

g
る
車
、
縦
ま
、
に
商
舶
を
他
闘
に
位
残
せ

l
u可
か
ら
さ
る
古
朝
、
最
は
い
爪
桝
以
外
的
物
を
周
ゆ
可
か

ら
M

己
る
事
、
博
楽
僻
市
申
を
骨
岬
す
可
か
ら
ゲ
る
事
、
以
上
十
五
筒
僚
は
謹
ん
で
之
を
遵
守
す
ぺ
〈
、
者
(
犯
す
者
ゐ

ら
ば
巌
割
に
践
す
る
旨
を
定
め
ら
れ
た
o

此
の
如
〈
し
て
仰
事
及
び
裳
の
一
行
は
、
恰
も
人
質

ω如
き
形
に
於
て
殆
Y
」
ニ
筒
年
宇
に
近
き
日
子
を
盗

L
〈

薩
南

ω恒
官
円
に
臨
宜
し
・
漸
〈
慶
長
十
六
年
九
月
一
一
十
日
に
歪

h
て
薩
摩
の
地
に
別
れ
を
告
ヤ
る
こ
Z
を
得
、
同
年

十
月
二
十
日
歩
採

ω聞
も
忘
れ
ん
Z
し
て
忘
る
、
こ
ご
能
は

g
h
[
故
岡
琉
球
に
蹄
来
す
る
こ
ご
を
得
た
の
で
あ

る
O 慶

長
の
役
及
び
之
が
蹴
せ
る
結
果
は
要
す
る
に
以
上
の
如
く
で
あ
っ
た
が
、
是
に
由
り
て
嗣
削
れ
ば
同
役
以
前
に

は
琉
球
正
我
が
倒
古
の
附
係
は
、
暇
A
T
其
の
聞
に
朝
貢
来
聴
等

ω事
質
め
れ
リ
己
'
l
一
て
も
、
這
は
車
仁
隣
国
交
を
締

官官

謀
れ
る
杭
民
政
銀
山
崎
形
見
琉
球
と
嵐
長
校
(
凹
)

第
二
十
刊
巷

第
一
晩

ヒ
九

寸二

ブL

童生

凶 樋 川

『南島相事Jl'1'告、三七頁以下。

『泊俗琉蹄史』、二九一頁以1'，

1) 



論

接

拠
れ
る
植
民
政
銃
山
崎
暗
鬼
琉
球
主
山
嵐
長
役
(
凹
)

第
二
十
四
谷

J、
C 

到存

貌

/1、。

す
る
場
合
に
於
け
る
一
一
利
の
儀
磁
ご
看
倣
す
て
き
税
皮
の
も
の
で
あ
っ
て
、
之
れ
ゐ
L

リ
し
が
刷
局
め
に
今
日
の
所
諦

母
国
航
民
地
の
関
係
は
、
阪
に
同
役
以
前
よ
り
成
立
し
居
れ
る
も
の
、
知
(
に
論
十
る
の
は
常
ら
な
い
、
事
ろ
同

役
以
前
に
は
琉
球
は
支
那
を
宗
主
図
山
り
如
(
に
考
へ
、
支
那
も
亦
之
を
自
闘
の
帰
国
又
は
外
務

ω
如
〈
に
看
倣
し

て
取
扱

ο来
っ
た
も
り
で
ゐ
る
・
吾
人
が
抜
に
「
琉
球
は
支
那

ee宗
主
凶
の
如
〈
に
帯
へ
、
支
那
も
亦
琉
球
を
厨

闘
の
如
〈
に
看
倣
L
て
取
扱
ひ
京
市
っ
た
」

E
言
ひ
、
敢
て
「
琉
球
は
支
那
の
風
闘
で
ゐ
b
J
、
支
那
は
琉
球
の
宗
主

闘
で
あ
っ
た
」
ぜ
言
は
な
い
所
以
は
、
此

ω静
岡
叫
に
於
て
は
個
よ
h
宗
十
干
し
闘
記
h
属
図
た
る
閥
係
は
今
日
の
如
(

に
図
際
保
約
に
破
っ
て
定
ま
る
も
の
で
は
な
〈
仁
て
、
会
〈
質
カ
闘
係
に
依
っ
て
定
ま
っ
た
も
の
一
で
あ
る
、
故
に

者
L
支
那
が
貰
カ
上
宗
主
闘
た
る
資
格
を
備
へ
居
た
り
ご
せ
ば
.
風
岡
琉
球

ω此
ω
如
-3
一
大
閥
雛
を
、
制
割
山
坪
の

火
災
訓
L
て
全
〈
顧
み
な
か
っ
た
E
云
ふ
が
如
主
事
は
あ
b
得
べ
か
ら

F
る
一
で
と
で
あ
ら
う
、
殊
に
戦
敗
の
結
果

向
車
及
び
其

ω
一
族
大
官
等
の
陵
厳
に
謎
迭
せ
ら
れ
た
幕
府
貝
を
・
叫
閣
制
川
せ
る
中
山
の
回
よ
h
明
同
政
府
に
通
じ
た

る
も
、
明
主
は
迭
も
之
を
意
に
介
せ
ず
、
従

τ
又
何
等

ω善
後
策
を
議
ザ
ん
Z
も
し
な
か
っ
た
、
換
言
せ
ば
琉
球

の
虞
分
問
題
に
付
て
は
、
全
然
島
津
氏
の
局
す
が
備
に
放
任

Lτ
顧
み
な
か
っ
た
吉
一
苫
ふ
事
は
、
結
局
明
困
Z
琉

球
芭
の
聞
に
は
質
カ
閥
係
に
於
t
も
、
果
し
て
異
に
宗
主
闘
記

h
麗
図
た
る
闘
係
が
成
立
し
て
居
っ
た
か
を
疑
は

し
む
る
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

然
る
仁
慶
長
の
役
以
後
、
琉
球
は
政
治
上
に
於

τは
薩
康
郎
も
我
が
闘
の
保
護
監
督
を
受
(
る
こ
正
、
な
h
、



術
事
以
降
術
泰
に
至
る
迄
王
位
を
代
ふ
る
こ
正
十
三
世
、
年
を
閲
す
る
二
ご
約
二
百
六
十
年
間
に
一
円
一
る
琉
球
の
政

治
は
、
殆
ど
島
沖
氏
に
依
っ
て
左
宥
せ
ら
れ
て
居
っ
た
ど
稼
し
て
も
差
支
へ
な
い
、
之
が
矯
め
に
島
津
氏
は
琉
球

に
奉
行
所
を
置
き
(
那
樹
の
西
村
に
一
大
官
所
を
設
け
之
を
卸
山
川
町
血
己
都
し
て
居
っ
た
)
、
又
琉
球
よ
b
も
薩
摩
に

官
人
を
遣
は
し
て
相
互
の
意
志
の
疏
過
を
計
b
、
共
の
監
督
上
に
遺
憾
な
が
ら
し
む
る
よ
う
に
努
め
た
、
要
す
る

に
慶
長

ω
役
以
前
に
は
支
那
を
宗
主
闘
の
如
(
に
宥
倣
し
、
多
年
共
の
植
を
執
h
ホ
ゆ
っ
た
琉
球
も
、
同
役
以
後
は

薩
出
席
郎
も
我
が
鴎
の
風
岡
た
る
買
を
示
す
こ
吉
、
な
bJ
、
共
の
政
令
を
奉
じ
‘
賞
租
を
納
め
、
王
位
の
継
承
及
び

重
院
の
任
免
等
に
就
て
も
、
烏
律

-Kω
認
許
-Y
受
(
る
に
豆
ι
り
、
闘
王
の
郎
位
仁
は
謝
恩
使
を
、
ヌ
郷
軍
の
襲
任

に
は
鹿
賀
使
を
幕
府
に
詮
り
て
恭
順
の
意
を
表
す
る
こ

ε、
な
っ
た
、
尤
も
英
の
後
Z
離
も
支
那
ピ
は
引
総
量
使

節
を
交
換
し

τ、
経
済
上
の
利
盆

ω
み
は
之
を
失
は

g
ら
ん
こ
正
に
努
め
た
が
、
併
し
政
治
上
に
於
て
は
何
等
の

干
渉
を
も
受
げ
な
か
っ
た
、
琉
球
が
我
が
杭
民
政
策
上
の
目
的
物
ご
な
る
に
至
っ
た
の
は
、
買
は
此

ω時
以
後
の

事
で
あ
っ
て
、

之
よ
り
以
前
に
は
琉
球
U
寧
ろ
支
那
の
机
民
的
地
域
た
る
が
如
量
制
酬
は
の
っ
た
が
、
我
が
閥
E
の

関
係
は
通
商
貿
易
の
一
次
岡
た
る
以
外
じ
は
政
治
上
特
に
注
意
す
べ
き
殺
の
も
の
は
な
か
っ
た
ご
都
し
て
可

ν
。

此
の
如
(
に
[
て
我
が
岡

ω支
配
の
下
仁
節
し
た
る
嘗
附
の
琉
球
は
、
之
を
梢
民
政
策
上
よ
り
観
察
せ
ば
純
然

た
る
我
が
国

ω杭
民
地
芭
看
倣

L
得
ぺ
き
も
の
で
ゐ
っ
た
か
、
或
は
叉
柿
民
的
保
誰
地
ご
宥
倣
す
べ
き
も
の
で
め

っ
た
か
ご
云
ふ
事
に
就

τは
、
多
少
疑
問
が
め
る
。

謀
れ
る
航
民
政
銑
の
崎
川
市
民
琉
球
と
鹿
長
役
(
凹
)

前

接

第
二
十
四
位
廿

J、

jf~ 

腕

ノ‘、



員両

司草

謀
れ
る
杭
民
政
焼
山
崎
M
m
見
城
球
と
鹿
長
役
(
凹
)

第
二
十
同
巷

λ 

部

擁

J、

島
津
氏
が
琉
球
を
平
定
し
茸
(
山
り
岡
正
を
降
服
せ
し
め
た
る
功
に
依
h
、
家
康
は
左
の
書
信
、

琉
球
之
儀
、
早
速
属
卒
均
之
由
校
進
似
、
手
術
之
段
、
被
思
召
印
彼
闘
進
候
僚
、
捕
仕
置
、
可
被
申
付
候
也

七
月
五
日

家

康

黒

印

島
津
少
勝
股
へ

十
回
送
り
て
品
伴
氏
仁
琉
球
を
血
ハ
へ
・

訟
に
琉
球
は
硲
貨
に
島
沖
氏
の
領
有
に
障
す
る
よ
正
、
な
っ
た
が
、

之
が
統

治
は
特
別
の
事
倫

ωゐ
る
所
よ
h
J
、
特
殊
の
機
闘
帥
も
奉
行
所
を
泣
い
て
之
に
嘗
ら
し
め
た
古
云
ふ
動
よ
・
9
考
ふ

る
時
は
、
純
然
た
る
舶
民
地
王
者
倣
し
得
べ
き
ょ
う
で
ゐ
る
が
、
併
し
又
他
方
よ

b
之
を
考
ふ
る
時
は
、
島
津
氏

の
似
有
に
師

L
た
る
絞
首
雌
も
、
琉
球
に
は
引
続
き
侍
統
的
の
王
位
を
絡
げ
る
琉
球
王
な
る
者
が
在
h
J
、
内
外
に

劃
す
る
主
要
な
る
政
務
は
島
沖
氏
の
指
弾
監
督
を
受
け

τ之
を
行
へ
る
も
、
然
ら

5
る
政
務
は
自
ら
田
平
獅
に
之
を

薩
理
し
て
居
っ
た
、
斯
か
る
勅
よ
り
考
ふ
る
時
は
、
隣
描
耐
統
轄
時
代
に
於
け
る
琉
球
は
、
純
然
た
る
我
が
闘

ω柿

民
地
正
格
せ
ん
よ
h
は
事
ろ
杭
民
政
策
上
に
所
謂
Mm民
的
保
護
地
の
一
械
で
あ
っ
た
乏
凱
た
方
が
異
に
近
い
よ
う

に
も
思
は
る
、
.
尤
も
普
通
航
民
的
保
護
地
古
都
せ
ら
る
、
も
の
は
、
外
交
写
事
及
び
財
政
に
付
て
は
保
諮
問
聞
の

指
掠
監
借
を
受
〈
る
も
、

一
般
内
政
に
は
原
則
正

L
T
は
保
誰
闘
は
開
削
到
し
な
い
の
を
本
館
ご
す
る
も
、
琉
球
の

場
合
に
は
内
政
上
に
も
陸
・
照
的
監
骨
格
的
及
ん
村
い
ご
一
五
ふ
相
違
は
あ
る
が
、
併
し
此
の
如
き
こ
ご
は
決
し
て
植
民

的
保
護
地
た
る
本
質
を
会
〈
失
は
し
む
る
程
の
重
大
な
る
事
項
で
は
な
い
、
而
L
て
琉
球
に
は
前
越
の
如
〈
慶
長



r' 

の
役
以
後
ピ
臨
も
微
カ
な
b
t
は
謂
へ
備
は
国
王
が
ゐ

b
、
薩
摩
の
監
督
を
必
要
ご
せ

e
さ
る
事
項
に
付
て
は
自
ら

車
湖
に
島
内
を
統
治
し
来
れ
る
を
以
て
、

之
を
厳
密
な
る
意
義
に
於
け
る
純
然
た
る
椀
民
地
正
同
一
蹴
す
る
己
主

は
嘗
を
得
，
さ
る
が
如
〈
に
も
考
へ
ら
る
、
。

島
沖
氏
が
家
康
よ
h
開
閉
し
た
る
後
の
琉
球
の
統
治
に
就
工
は
、

之
を
如
何
に
す
ぺ
き
か
Z
云
ム
事
は
全
〈
自
己

の
方
寸
じ
存
す
る
誇
で
あ
る
が
、

島
伴
氏
は
之
が
統
的
に
極
め
て
巧
妙
な
る
政
策
を
執
h
、
即
も
多
年
の
隠
由
民
吉

一
一
抑
の
納
長
を
有
せ
る
琉
球
本
来
の
文
物
制
度
は
飽
ふ
限
り
之
を
保
存
し
て
、
妄
り
仁
島
民
の
自
律
心
を
傷
(
る

が
如
き
態
度
じ
出
で

L
め
ざ
る
よ
う
注
意
し
、

之
が
縛
め
に
は
従
来
の
琉
球
王
国
を
根
本
的
に
破
壊
L
て
、
新
に

母
国

ω制
度
を
移
入
せ
ん
ピ
す
る
が
如
き
、
所
調
政
治
的
の
勢
力
の
扶
航
は
寧
ろ
之
を
従
た
る
も
の

Z
L、
経
済

的
に
琉
球

ω地
位
を
利
用
し
て
通
商
貿
易
の
利
盆
を
牧
め
ん
ご
す
る
-
』
ご
を
其
の
主
た
る
目
的
言
な
し
た
る
を
以

て
、
此
の
目
的
を
達
す
る
に
似
宜
な
る
従
来
の
政
策
は
成
る
ぺ
〈
保
存
し
、
琉
球
王
を
し
て
白
山
に
之
を
慮
理
せ

L
め
た
、
現
に
琉
球
が
際
康
の
傾
有
に
師
1
、
北
(
の
脆
督
政
治
の
下
に
置
か
る
、
こ
古
、
な
り

t
以
後
に
於
て

も
、
琉
球
王
は
支
那
に
劃
し
て
朝
貢

ω峨
を
厳
せ

-T、
支
那
も
亦
琉
球
王
の
郎
位
あ
る
毎
に
冊
封
伎
を
送
り
て
従

来
的
関
係
合
維
持
し
来
っ
た
、
琉
球
史

ω研
究
者
に
正
り
て
は
今
日
に
歪
る
迄
貴
重
な
る
資
料
ピ
な
っ
て
居
る

「
中
山
情
信
銀
』
(
康
牒
六

O
年
)
の
著
者
徐
保
光
・
「
琉
球
闘
士
山
略
」
(
乾
隆
二
二
年
)
の
著
者
問
盤
、
「
使
琉
球
記
」

(
嘉
魁
七
年
)
の
著
者
季
鼎
一
克
、
「
約
琉
球
闘
士
山
崎
」

ω著
者
啓
腕
の
如
き
は
、
賞
に
是
等
の
冊
封
使
中

ω調
時
々
た
る

部
二
十
岡
山
甘

八

'2f. 

披

-F、
= 

l市

i佐

謀
れ
る
舵
氏
此
筑
山
崎
博
見
琉
球
主
麗
長
役
(
凹
)

府



L
h
U
る
が
如
き
こ
ど
を
箱
吾

L
め
た
か
、

這
は
般
に
前
に
も
山
地
ぺ
た
る
が
如
〈
に

『
本
論
議
第
二
十
三
盆
第
一
ノ
、

戸
齢
、
一
三
ニ
頁
叫
下
参
冊
、

事j
貢

話前旨

副長

謀
れ
る
制
民
政
策
四
時
形
見
琉
球
と
刷
院
長
役
(
四
}

部
ニ
寸
凶
血
管

J、
刑

封，

批

" i"J 

者
で
あ
っ
た
。

然
ら
ば
何
が
故
に
島
津
兵
が
自
己
の
飢
有
の
下
に
蹄

L
た
る
琉
球
め
同
王
を
し
て
、
真
に
支
那
の
川
封
を
受
け

及
び
冊
封
言
通
商
貿
易
ご
の
聞
に
は
極
め
て
密
接
な
る
閥
係
存
L
、
通
商
貿
易
の
利
盆
を
益
ふ
せ
ん
ど
欲
せ
ば
、

明
貰
及
び
冊
封
に
依
h
て
先
づ
支
那
ピ
の
親
交
を
厚
ふ
す
る
の
必
要
が
ゐ
っ
た
か
ら
で
、
印
も
之
が
目
的
で
は
な

(
し
て
、
通
商
貿
易
を
嶋
崎
す
に
最
も
有
数
な
る
一
の
手
段
で
め
る
芭
考
へ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
、
而
し
て
琉
球
の

通
商
貿
易
の
利
盆
は
取

b
も
庇
昌
十
薩
摩
の
利
盆
に
締
す
ぺ
き
を
以
て
‘
目
的
の
潟
め
に
は
手
段
を
捧
ば
す
朝
貢

に
ま
れ
冊
封
に
ま
れ
、
斯
か
る
事
は
凡
て
従
来
の
慣
例
に
依
り
琉
球
王
を

L
て
自
由
に
之
を
慮
理
せ

L
め
た
も
の

で
あ
る
、
此

ω紡
に
閥

Lτ
藤
田
親
義
氏
以
其
の
著
「
琉
球
ご
鹿
児
島
」
中
に
究
の
如
〈
に
越
べ

τ居
る
、
「
琉
球
か

ら
頁
物
を
積
ん
で
支
那
に
赴
〈
船
を
迩
貢
舶
正
一
五
ひ
、
支
那
か
ら
冊
封
使
を
載
せ
て
琉
球
に
航
す
る
般
を
冠
船
ご

一
去
っ
た
、
進
貢
帥
酬
は
管
に
琉
球
的
財
政
を
豊
富
に
す
る
の
み
で
な
〈
、
之
が
縛
め
に
島
津
氏
の
受
〈
る
利
袋
、
也
実

大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
、
琉
球
の
進
貢
紛
が
支
那
に
赴
〈
時
は
、
島
津
氏
の
方
で
は
「
御
糸
荷
」
吉
一
去
っ
て
沖
紺
人

の
支
那
に
行
〈
者
に
内
地
の
貨
物

ω依
託
販
寅
を
な
古

L
め
、
又
は
薩
克
を
琉
装
せ

L
め

τ進
貢
仁
従
は
せ
、
彼

地
(
編
抽
出
)
に
於
て
監
督
の
傍
ら
支
那
人
芭
交
易
し
て
甘
い
汁
を
扱
ふ
こ
ど
に
努
め
た
も
の
で
あ
る
、

-
i

琉
球

王
の
世
子
が
王
位
仁
郎
〈
時
に
は
冠
舶
に
乗
れ
る
間
針
使
が
支
那
皇
帝
の
詔
勅
を
奉
じ
て
琉
球
に
来
・
9
、
之
を
世



子
に
授
け
て
琉
球
王
に
封
ず
る
の
で
ゐ
る
・
冊
封
使
の
一
行
は
上
下
七
入
百
人
の
大
勢
で
威
風
堂
々
首
塁
王
城
に

来
ム
リ
込
み
、
首
尾
よ
〈
使
命
を
果
た
し
た
後
は
悠
与
竿
年
位
も
滞
在
し
、
此
の
間
数
百
人
の
支
那
人
が
有
る
丈
り

の
金
を
時
、
き
散
ら
し
、
非
骨
叩

ω賛
を
謹
〈
す
た
め
仁
冠
舶
の
渡
来
ぜ
共
仁
琉
球
の
天
地
は
春
風
春
水
一
時
仁
到
る

の
党
是
を
呈
し
た
』
ど
。

叉
許
田
星
村
氏
も
「
通
俗
琉
球
由
民
」
中
に
最
も
露
骨
に
嘗
時
の
放
況
を
潟
し
て
、
『
琉
球
園
王
の
印
位
毎
に
支
那
皇

輸
の
冊
封
伎
の
渡
来
せ
る
時
、
沖
綱
本
島
ド
滞
存
せ
る
隣
臨
時
の
官
爽
等
は
、
皆
密
か
に
ふ
T
鯖
仁
の
捕
時
九
践
に
逃
走

L
て
居
っ
た
、
之
は
支
那
人
を
恐
れ
て
逃
げ
た
の
で
は
な
〈
一
楠
の
手
品
的
殖
民
政
策
で
あ
っ
た
、
近
世
に
歪
つ

τは
溶
き
岡
一
関

ω
蓮
天
泌
に
は
行
炉
宇

Lτ
、
支
那
的
冊
封
使
が
沖
縄
に
来
た
る
前
に
珠
じ
め
那
覇
よ
b
，
二
里
許

b
隔
た
れ
る
城
聞
に
逃
げ

τ、
冊
封
使
の
蹄
闘
す
る
時
迄
静
か
に
隠
れ
て
居
っ
た
、
支
那
の
冊
封
使
の
那
覇
に
滞

在
中
は
城
聞
に
隠
れ
、
支
那
人
等
の
蹄
闘
す
る
さ
同
時
に
又
那
覇
に
来
っ
た
の
は
貨
に
滑
稽
で
、
隠
れ
ん
坊
の
よ

う
に
も
め
・
9
、
無
邪
気
な
所
も
ゐ
っ
た
、
共
の
頃
鹿
児
島
の
官
真
正
支
那
宮
東
の
機
燥
を
取
っ
て
居
っ
た
中
山
政

府
の
役
人
こ
そ
誠
に
気
の
毒
千
世
両
で
あ
っ
て
、
若
し
薩
摩
の
官
克
の
沖
縄
本
島
に
滞
在
し
て
居
る
専
を
、
支
那
人

に
戚
知
せ
ら
れ
花
ら
夫
れ
は
大
師
酷
で
あ
る
、
何
故
な
れ
ば
今
迄
の
冊
封
使
が
京
市
な
(
な
b
支
那
ピ
の
交
際
が
断
絶

す
る
ピ
、
沖
細
的
貿
易
上
大
な
る
損
失
を
招
〈
の
み
で
な
〈
、
共
の
百
韓
両
に
於
て
は
薩
摩
の
経
機
紋
態
に
大
打
撃

を
受
〈
る
所
よ
b
，
、
心
な
ら
十
も
斯
よ
う
な
喜
劇
を
演
じ

τ居
っ
た
誇
で
ゐ
る
」
Z
言
つ
1
居
る
。

謀
れ
る
杭
民
政
策
目
崎
形
見
琉
球
と
鹿
長
役
(
四
)

第
二
十
四
番

1拝

観

J、
五

八
王I

言市

護

『琉障と席見出J八乃王九頁υ

『羽i持琉球史1三0-乃至三O三百。
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1前

指

謀
れ
zv
植
民
政
筑
山
崎
M
m

見
捕
球
と
嵐
長
役
(
凶
)

第
二
寸
回
答

ニ
八
六

第

披

二
八
六

賞
時
我
が
闘
に
て
は
薩
-M
序
は
岡
よ
り
幕
府
に
於
て
も
封
支
貿
易
を
如
何
に
重
嵯
視
し
た
る
が
は
、
向
車
γ

の
術
ほ

薩
摩
に
撒
布
せ
る
時
、
幕
府
は
島
伴
氏
に
命
じ
山
内
等
を
し
て
明
人
に
設
が

L
め
、
我
が
幽
芭
通
商
互
市
を
骨
岬
さ
し

め
ん
こ
正
に
努
め
た
る
事
質
ゐ
る
を
以
て
も
之
を
知
る
こ
ど
が
出
来
る
、
「
南
島
紀
事
」
は
此

ω消
息
ケ
侍
へ
て

H

(
、
「
術
事
鹿
児
島
に
寓
す
る
の
日
・
家
久
・
義
弘
幕
旨
セ
奉
じ
帯
を
明
倒
糊
越
に
贈
ら
L
h
u
、
家
久
借
文
之
に
命
じ

書
セ
草
し
山
州
事
に
授
〈
、
術
事
巳
む
を
得
中
し

τ之
を
諾
す
、
共
の
書
に
臼
(
.
「
琉
球
闘
王
品
川
等
書
を
大
明
岡
繭

に
天
の
命
十
る
所
、

A
1
不
幸
に
し
て
倖
囚
ぜ
な
り
薩
摩
に
在
る
こ
Z
巳
に
三
年
、
川
君
家
久
目
公
外
武
見
を
好
み
内

建
の
軍
門
老
大
人
閤
下
に
上
る
、
小
邦
は
日
本
の
薩
摩
を
去
る
僅
に
三
百
俄
盟
、
一
二
百
年
来
時
を
以

τ不
鵬
の
方

物
を
献
じ
某
の
好
を
修
h
u
、
頃
者
式
の
貫
期
を
忽
る
の
故
を
以
て
薩
摩
兵
を
小
邦
に
進
め
小
邦
荒
雄
ζ

な
る
・
誠

指
摘
倒
を
懐
き
、
我
を
待
つ
に
貨
客
を
過
す
る
の
織
を
以
て
し
三
年
一
日
の
却
し
、
之
に
加
ふ
る
に
我
を
小
邦
に
迭

還
す
、
是
に
於
て
邦
民
市
に
敬
ひ
野
に
拾
っ
畳
半
に
あ
ら
宇
ゃ
、
州
右
言
を
我
に
寄
す
、
共
の
言
に
臼
〈
、
夫
れ

邦
闘
の
四
方
に
在
る
や
、
金
玉
崩
h
ゐ
h'
正
雄
も
或
は
錦
繍
給
ら
争
、
粟
米
盈
つ
る
も
或
は
器
皿
侠
〈
、
者
し
品
川

'りあ
b
て
散
を
や
，
足
ら
守
し
て
来
む
る
こ
芭
無
け
れ
ば
則
ち
民
用
貨
ら
や
，
其
の
貨
も
亦
腐
傷
せ
ん
、
坐
な
が
ら
共

の
腐
傷
ee
待
た
ん
よ
h
は
有
無
を
通
じ
て
各
其
の
所
eT
得
る
に
如
か
す
、

日
本
金
玉
穆
皿
銀
き
に
あ
ら

T
・
但
其

の
土
宜
質
素
に
し
て
中
華

ω文
質
彬
々
仁
及
ば
?
、
f

是
故
に
小
邦
を
し
て
謀
を
雨
大
闘
に
奉
せ
し
め
、

一
は
以
て

日
本
の
商
船
を
し
て
許
し
て
之
を
大
切
の
，
遊
地
に
容
れ
し
め
、
こ
は
以
て
大
明
を
し
て
商
加
を
小
邦
に
来
ら

L



め
、
夜
々
相
貿
易
せ
ん
、
三
は
以

τ
一
遺
伎
を
し
て
年
々
共
の
貨
の
布
無
を
通
守
じ
め
ん
、
是
れ
趨
に
雨
闘
の
人

民
を
富
ま
す
の
み
に
あ
ら
ず
、
大
明
も
亦
倭
怒
川
り
斜
め
に
厳
に
兵
備
を
設
く
る
の
煩
を
兎
れ
ん
、
三
者
若
L
之
を

許
す
こ
と
無
〈
ん
ば
、

日
本
西
海
道
九
回
数
高
の
軍
を
し
て
大
明
に
準
窓
せ
し
め
、
大
明
数
十
州
の
日
本
に
隣
る

者
必
や
'
逗
憂
あ
ら
ん
、
是
れ
皆
日
本
大
樹
府
軍
・
の
意
仁
し
て
州
右
雨
闘
の
志
を
通
せ
ん
ご
欲
す
る
所
以

ω
者
な

'
り
、
伏
て
翼
〈
ば
軍
門
老
大
人
新
の
一
-
一
者
に
於
て
一
を
此
に
許
苫
ば
、
我
が
小
邦
大
に
大
明
の
徳
に
体
し
且
つ
日

本
の
夙
志
を
遂
げ
ん
、
是
れ
亦
天
朝
遠
き
を
悩
み
小
を
引

ρ
の
仁
心
な
h
，
一
、
若
し
然
ら
ば
則
永
〈
務
械
を
守
り
戒

心
を
生
す
る
無
〈
、
羽
越
方
化
に
簡
ふ
の
念
世
を
設
す
る
ま
で
忘
れ

F
る
な
b
、
格
仁
伏
し
郁
悦
を
伸
べ
仰
で
鎗
M
M

Z
。」

を
祈
る
」
、

以
上
諸
積
の
事
怖
を
綜
合
し

τ考
ふ
る
時
は
、
島
沖
氏
の
琉
球
に
謝
す
る
政
策
は
勿
論
、
幕
府
印
ち
常
時
の
我

が
闘
の
中
央
政
府

ω方
針
も
、
琉
球
に
劃
し
t
は
政
治
上

ω勢
力
の
扶
椛
よ
り
も
、
之
を
利
用
し

τ経
済
上
の
利

盆
を
獲
得
せ
ん
こ
ご
を
主
眼
ご
な
し
、
此

ω目
的
を
逮
す
る
に
必
要
な
る
範
閣
に
於
て
は
琉
球
王
山
施
政
に
監
骨

制
限
を
加
へ
た
る
も
、
然
ら

5
る
一
般

ω政
務
じ
付
て
は
深
〈
之
に
闘
興
せ
ぎ
・
り
し
こ
ど
を
知
る
を
得
ぺ
〈
、
是

れ
吾
人
を
し

τ常
時
の
琉
球
は
純
然
た
る
我
が
国
の
航
民
地
正
請
は
ん
よ
・
り
は
、
寧
ろ
之
を
植
民
的
保
護
地
ご
栂

す
る
方
却
て
真
に
近
き
が
知
(
に
恩
は
晶
、
ご
言
は
し
め
た
る
所
以
で
あ
る

Q

琉
球
史
上
に
鴛
天
勤
地
の
一
大
事
畿
を
惹
き
越
し
た
る
向
準
は
一
万
和
六
年
(
西
師
団
一
六
二

O
年
)
九
月
病
を
獲
て

古~

説

八
じ

i曲

議

説
れ
る
耕
民
政
鵠
山
崎
形
白
川
疏
球
と
嵐
長
役
(
削
)

第
二
寸
凹
血
管

λ巳

七

問 ~r(『市山杷事11'11を、三九乃1) 



諭

最

謀
れ
る
値
民
政
策
白
崎
形
見
琉
球
と
慶
長
役
(
岡
)

第
二
卜
凹
を

J、
ノ、

第

脆

J、L
J、

放
し
た
、
彼
は
五
十
七
年
の
不
遇
り
生
涯
を
終
る
に
臨
み
、
「
不
幸
に
し
て
海
外
の
大
柏
却
を
祭
せ
十
、
謝
名
郵
泡

ω

言
を
信
じ
、
時
局
を
過
ま

h
凶
難
を
惹
趨
し
、
制
別
吾
へ
身
は
捕
虜
正
な
b
て
他
国
に
北
(
の
祉
を
酒
し
た
、
今
夏
何

の
商
目
ゐ
っ
て
組
先
り
目
盟
百
合
す
る
こ
ご
を
得
ょ
う
、
予
は
浦
添
山
に
孤
立
し
て
限
・
り
た
い
」
ご
の
遺
言
を
な
し
令

止
令
"
れ

て
限
目

ιた
ピ
仰
へ
ら
れ
て
居
る
、
浦
添
の
一
世
一
震
基
ビ
稀
せ
ら
晶
、
の
は
帥
も
北

(ω
耽
臨
時
の
追
憶
を
後
世
に
侍
よ

る
唯
一
の
記
念
物
で
ゐ
っ
て
、
琉
球
由
民
を
綴
〈
者
に
は
彼
の
生
慌
の
成
後
の
頁
に
封
L
τ
は
一
片
岡
情
的
涙
を
禁

じ
得
古
る
も
の
が
あ
る
。


